
 

 

 

 

                                                  

 

 

                                                                                                                                                                                         

当ＪＡ管内には、切花、花壇苗、鉢物、花木と多種多様な花づくりに毎日励む農家さんが数多くおられます。 

そんな方々と栽培されている花を少しでも知っていただくために、昨年5月から地域特産のお花を紹介して 

おり、今回は第3回目となります。大原野の畑滋将さんをお訪ねしました！ 

 

                                

 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                              

 

  

 

 

 

 
―ＴＡＣ information―  

←マルシェで12月に 

買わせて頂いた畑さんの 

プリムラポリアンタを 

自宅で飾っています！ 

パンジー 

品種：スミレ科スミレ属 

開花時期：10月～6月 

上手く育てれば半年以上もつ  

花色：オレンジ、白、ピンク、紫、黄色 

特徴：寒さに強く、暑さに弱い 

長く楽しめて、色も種類も豊富な花 

畑滋将（はた しげまさ）さん 

栽培品種：パンジー、ビオラ、ハボタン、日々草、ポーチュラカ、 

プリムラポリアンタ、ノースポール、アリッサム等 

栽培様式：主に温室栽培 

販売方法：市場出荷と直売所での直売 

：季節に合わせた花壇苗を作る、多品目 経営方針：季節に合わせた多くの品目の花を効率良く作ること 

ＰＲポイント：新型コロナウイルスの影響で外出が難しいですが、 

そんな時こそ家で楽しめるガーデニングで育てている花を見て季節 

を感じていただきたいです！                         

最近需要が拡大している 

サボテン等の多肉植物を作る 

ことに挑戦していらっしゃる 

そうです！ 

畑さんは当ＪＡ神足支店横で定期開催している 

直売会のみのり姫のふれあいマルシェに 

花を出荷してくださり、お客様に大変好評 

でした！！ 

買った花を長持ちさせるには、枯れてきた花を 

すぐにとることが大切だそうです 

写真左：畑さん 

↑栽培中の様々な 

種類のサボテン 

トンネル栽培で、換気作業をうっかり忘れてしまい、葉が焼けてしまったという話を

よく聞きます。そこで、写真の様な穴あきトンネル資材をオススメします！ 

保温の効果は穴なしとほぼ同じで、高温時には、フィルムに空いた穴が換気効果

を発揮し、トンネル内が高温になりすぎず、高温障害を減少させます。また、昼夜

の温度差が密閉トンネルと比べて極端にならず、トンネル内の湿度も適度に抜け

て、苗の軟化を防ぎます。 

換気作業の大幅な省力化が可能ですので、是非ご使用ください！ 
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